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再
審
へ
の
課
題
―
―
宮
澤
弘
幸
の
大
審
院
判
決
か
ら

宮
澤
弘
幸
に
か
か
る
冤
罪
が
確
定
し
た
の
は
、
１
９
４
３
年
の
５
月
27
日

だ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
日
、
大
審
院
の
判
決
が
出
た
。
冤
罪
を
仕
掛
け
た

の
は
特
高
を
手
先
と
す
る
国
家
権
力
（
治
安
権
力
）
だ
が
、
そ
れ
を
厳
正
に

裁
く
べ
き
司
法
権
力
が
治
安
権
力
に
追
随
し
て
冤
罪
に
仕
上
げ
た
、
と
い
う

構
図
に
な
る
。
５
月
27
日
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
所
以
で
あ
る
。 

同
時
に
、
再
審
問
題
は
こ
の
日
に
始
ま
る
と
言
っ
て
い
い
。 

冤
罪
と
確
信
す
れ
ば
再
審
請
求
す
る
、
こ
れ
が
常
道
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が

本
件
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
」
で
は
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
確
信
が
な
い

か
ら
で
は
な
く
、
法
手
続
き
上
の
証
拠
揃
え
が
極
め
て
困
難
だ
か
ら
だ
。
そ

こ
が
本
件
一
番
の
難
題
で
あ
り
、
本
会
の
対
応
も
難
し
く
し
て
い
る
。 

再
審
請
求
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
不
可
欠
要
件
が

あ
る
。
一
つ
は
刑
事
訴
訟
法
第
４
３
９
条
の
「
再
審
の
請
求
権
者
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
同
４
３
５
条
の
「
再
審
請
求
の
理
由
」
で
あ
る
。
ひ
ら
た
く
い

う
と
、
再
審
請
求
は
誰
に
で
も
出
来
る
こ
と
で
は
な
く
、
証
拠
が
な
け
れ
ば

駄
目
だ
と
い
う
規
定
で
あ
る
。 

 

 

刑
事
訴
訟
法
第
４
３
９
条
（
再
審
請
求
権
者
） 

再
審
の
請
求
は
、
左
の
者
が
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

１ 

検
察
官 
 

２ 

有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者 

 

３ 

有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
の
法
定
代
理
人
及
び
保
佐
人 

 

４ 

有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
死
亡
し
、
又
は
心
神
喪
失
の
状
態
に

在
る
場
合
に
は
、
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
及
び
兄
弟
姉
妹 

具
体
的
に
は
、
宮
澤
弘
幸
関
係
で
は
１
項
・
検
察
官
は
別
と
し
て
、
４
項

「
兄
弟
姉
妹
」
に
該
当
す
る
宮
澤
弘
幸
の
実
妹
・
秋
間
美
江
子
さ
ん
だ
け
で

あ
り
、
レ
ー
ン
夫
妻
関
係
で
は
、
同
４
項
「
直
系
の
親
族
」
に
よ
っ
て
六
人

の
娘
た
ち
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
外
に
あ
っ
て
、
存
命
、
所
在
と
も
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。 

問
題
は
「
証
拠
」
で
あ
り
、
宮
澤
弘
幸
及
び
レ
ー
ン
夫
妻
を
有
罪
と
断
じ

た
一
審
判
決
の
「
証
拠
」
を
逆
手
に
と
っ
て
精
査
し
、
錯
誤
を
証
明
で
き
る

な
ら
ば
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
再
審
請
求
の
理
由
」
に
繋
が
る
。
だ
が
、
そ

の
肝
心
な
「
証
拠
」
が
、
判
決
原
本
（
謄
本
）
共
々
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、

存
在
し
な
い
。
こ
れ
が
再
審
請
求
を
不
可
能
と
し
て
き
た
一
番
の
理
由
と
い

え
る
。 

こ
の
た
め
本
会
・
会
則
（
目
的
）
で
も
再
審
請
求
を
目
的
と
し
て
は
明
示

せ
ず
、
し
か
し
な
が
ら
冤
罪
を
糺
し
、
真
相
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
度

と
国
家
権
力
に
よ
る
非
道
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
取
組
み
に
重
き

を
お
い
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
再
審
請
求
を
全
く
断
念
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
機
に
応
じ
て
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
会
員
の
関
心
も
低

く
な
い
。
中
に
は
司
法
手
続
き
を
模
し
て
の
具
体
的
提
起
も
あ
り
、
次
は
そ

の
一
例
に
な
る
。 

こ
の
件
、
本
会
で
は
事
務
局
段
階
で
集
中
精
査
し
、
弁
護
士
の
意
見
も
照

ら
し
た
う
え
で
結
果
と
し
て
取
り
組
む
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
最
新
問
題
を

理
解
・
整
理
す
る
う
え
で
有
意
な
具
体
例
と
い
え
る
。 

以
下
、
本
会
に
提
起
さ
れ
た
「
再
審
請
求
書
」
の
原
文
を
収
録
（
明
ら
か

な
誤
字
誤
植
は
訂
正
、
原
物
は
横
書
き
）
し
、 

事
例
検
証
の
結
果 
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再
審
問
題
で
の
基
本 

と
ま
と
め
、
本
件
論
考
と
す
る
。 

 
再
審
請
求
書 

（
請
求
人
氏
名
） 

 

上
記
請
求
人
よ
り
後
記
の
と
お
り
再
審
の
請
求
を
す
る
。 

 

再
審
請
求
の
趣
旨 

 

請
求
人
は
、
別
紙
判
決
表
記
載
の
と
お
り
札
幌
地
方
裁
判
所
よ
り
軍
機
保

護
法
違
反
被
告
事
件
に
つ
き
、
同
法
違
反
の
罪
名
に
よ
り
言
渡
し
を
う
け
た

有
罪
判
決
に
つ
い
て
再
審
開
始
の
決
定
を
求
め
る
。 

１ 

本
件
事
案
の
概
要 

請
求
人
は
別
紙
「
判
決
表
」
記
載
の
と
お
り
札
幌
地
方
裁
判
所
に
お
い
て

有
罪
の
判
決
を
受
け
上
告
審
（
大
審
院
）
に
お
い
て
上
告
棄
却
の
判
決
で
刑

に
服
し
た
者
で
あ
る
が
、
軍
機
保
護
法
は
昭
和
20
年
10
月
12
日
廃
止
せ
ら

れ
た
の
で
、
刑
事
訴
訟
法
第
３
３
７
条
２
号
の
規
定
に
よ
り
免
訴
の
判
決
を

受
け
る
べ
き
事
由
が
あ
り
、
然
ら
ず
と
す
る
も
原
判
決
の
証
拠
は
拷
問
に
よ

り
強
制
せ
ら
れ
た
虚
偽
自
白
に
基
づ
く
無
効
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る

新
た
な
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
４
３
５
条
６
号
の
場
合
に
該
当

す
る
の
で
本
請
求
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

本
件
軍
機
保
護
法
違
反
被
告
事
件
は
近
年
「
レ
ー
ン
・
宮
澤
事
件
」
と
呼

ば
れ
、
特
高
警
察
等
に
よ
る
凄
惨
苛
烈
な
拷
問
に
よ
る
冤
罪
事
件
と
し
て
広

ま
り
つ
つ
あ
る
。 

 

【
本
会
注
】 

刑
事
訴
訟
法
第
３
３
７
条
（
免
訴
の
判
決
） 

左
の
場
合
に
は
、
判
決
で
免
訴
の
言
渡
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１ 

確
定
判
決
を
経
た
と
き 

 

２ 

犯
罪
後
の
法
令
に
よ
り
刑
が
廃
止
さ
れ
た
と
き 

 

３ 

大
赦
が
あ
っ
た
と
き 

 

４ 

時
効
が
完
成
し
た
と
き 

 

刑
事
訴
訟
法
第
４
３
５
条
（
再
審
請
求
の
理
由
） 

再
審
の
請
求
は
、
左
の
場
合
に
お
い
て
、
有
罪
の
言
渡
を
し
た
確
定

判
決
に
対
し
て
、
そ
の
言
渡
を
受
け
た
者
の
利
益
の
た
め
に
、
こ
れ

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

１
～
５
省
略 

６ 

有
罪
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
対
し
て
無
罪
若
し
く
は
免
訴
を
言

い
渡
し
、
刑
の
言
渡
を
受
け
た
者
に
対
し
て
刑
の
免
除
を
言
い

渡
し
、
又
は
原
判
決
に
お
い
て
認
め
た
罪
よ
り
軽
い
罪
を
認
め

る
べ
き
明
ら
か
な
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
と
き
。 

７ 

省
略 

 

〈
拷
問
に
よ
る
自
白
強
制
〉 

請
求
人
に
対
す
る
有
罪
判
決
に
つ
い
て
、
45
年
後
の
昭
和
62
年
（
１
９

８
７
年
）
１
月
30
日
、
請
求
人
の
弁
護
人
だ
っ
た
斎
藤
忠
雄
弁
護
士
は
、
横

路
民
雄
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、「
宮
澤
さ
ん
は
取
り
調
べ
中
に
逆
さ

づ
り
に
さ
れ
竹
刀
で
叩
か
れ
る
よ
う
な
拷
問
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
当
時

の
検
事
局
公
安
部
長
か
ら
早
く
自
白
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
指
示
さ
れ
ま
し
た

し
、
私
も
こ
の
ま
ま
で
は
彼
の
身
体
が
も
た
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

宮
澤
さ
ん
に
、
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
よ
り
は
君
の
考
え
と
は
違
っ
て
い

て
も
認
め
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
す
す
め
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
札
幌
弁
護
士
会
々
報
１
９
８
７
年
２
月
号
No.
２
０
７ 

33
頁
） 
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「
妹
の
美
江
子
は
、
戦
後
に
な
っ
て
釈
放
さ
れ
た
宮
澤
か
ら
『
両
足
首
を
麻

縄
で
縛
ら
れ
、
逆
さ
に
吊
る
さ
れ
て
殴
ら
れ
た
。
両
手
を
後
ろ
手
に
縛
ら
れ

て
、
そ
れ
に
棒
を
差
し
込
ん
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
』
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

拷
問
か
ら
四
年
近
く
も
経
っ
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
宮
澤
の
足
に
は
、
縄
に

縛
ら
れ
て
皮
膚
が
崩
れ
た
跡
が
残
っ
て
い
た
。（
上
田
誠
吉
著
あ
る
北
大
生
の

受
難
―
国
家
秘
密
法
の
爪
跡
―
復
刻
版
２
０
１
３
年
４
月
10
日
刊
行
１
５

０
頁
） 

「
釈
放
後
の
療
養
中
、
タ
オ
ル
で
背
中
を
拭
っ
た
と
き
、
骨
と
皮
ば
か
り
に

な
っ
た
兄
の
背
中
の
皮
膚
に
、
縄
の
筋
目
と
思
わ
れ
る
痕
が
い
く
筋
も
刻
み

込
ま
れ
て
い
た
の
が
、
瞼
に
焼
き
つ
い
て
い
る
」（
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
「
ス

パ
イ
冤
罪
事
件
」
の
真
相
を
広
め
る
会[
以
下
広
め
る
会
と
略
称]

編
引
き
裂

か
れ
た
青
春
47
頁
） 

「
札
幌
弁
護
士
会
主
催 

国
家
秘
密
法
に
反
対
す
る
市
民
集
会
・
宮
澤
事
件

の
真
相 

に
参
加
す
る
た
め
千
歳
空
港
を
降
り
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
と
き
、

車
の
ブ
レ
ー
キ
が
掛
り
、
運
転
手
の
体
が
前
の
め
り
に
な
る
と
、
運
転
手
の

着
て
い
た
チ
ョ
ッ
キ
の
背
中
の
蛇
腹
模
様
が
目
に
入
り
、
思
わ
ず
涙
し
ま
し

た
。
釈
放
後
自
宅
で
療
養
し
て
い
た
時
、
兄
の
背
中
を
タ
オ
ル
で
拭
く
と
き
、

擦
る
と
背
中
に
斜
め
や
横
の
刻
み
込
ま
れ
た
傷
痕
の
皮
膚
が
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と

崩
れ
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
タ
オ
ル
を
そ
っ
と
押
し
当
て
て
体
を

拭
い
た
こ
と
が
目
に
浮
か
ん
だ
か
ら
で
す
」
（
２
０
１
４
年
10
月
11
日 

B
o
l
de
r

で
の
発
言
） 

 

以
上
、
命
の
危
険
に
迫
る
拷
問
に
よ
っ
て
、
官
憲
ら
が
思
い
描
い
た
虚
構

の
ス
パ
イ
事
件
の
筋
書
き
に
添
っ
た
外
形
的
事
実
の
強
制
的
自
白
調
書
を
証

拠
と
し
て
有
罪
と
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
事
実
誤
認
に
基
づ
く
有
罪

判
決
は
破
棄
さ
る
べ
き
で
、
無
罪
判
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

２ 

判
決
書
及
び
一
件
記
録
の
所
在
に
つ
い
て 

故
上
田
誠
吉
の
訴
訟
記
録
調
査
結
果 

 

【
一
審
判
決
と
記
録
】 

★
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
12
月
19
日
付 

札
幌
地
検
に
対
す
る
記
録

と
判
決
の
謄
本
申
請
に
対
し 

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
３
月
６
日
付 

札
幌
地
検
総
務
部
長 

今
井

健
次 

回
答 

「
判
決
書
は
、
当
庁
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
貴
意
に
副
え
ま

せ
ん
」 

 

★
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
１
月
27
日
付 

札
幌
地
方
裁
判
所
に
対
す

る
判
決
閲
覧
謄
本
申
請
に
対
し 

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
２
月
10
日
付 

札
幌
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
長
都
築
豊 

回
答 

 
 

「
過
日
閲
覧
謄
写
申
請
の
あ
り
ま
し
た
宮
澤
弘
幸
…
に
対
す
る
軍
機
保

護
法
違
反
事
件
の
判
決
原
本
等
に
つ
い
て
当
庁
刑
事
訟
廷
事
務
室
に
於

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
記
録
判
決
原
本
は
当

庁
に
保
管
な
く
、
事
件
簿
は
廃
棄
済
で
、
判
決
謄
本
の
保
存
な
く
、
全

く
手
掛
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
」 

 

★
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
２
月
７
日
付 

宮
城
刑
務
所
に
対
す
る
判
決

閲
覧
謄
本
申
請
に
対
し 

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）
２
月
13
日
付 

宮
城
刑
務
所
長 

橘
田
平

次 

回
答 

 
 

「
先
日
、
依
頼
の
あ
り
ま
し
た
宮
澤
弘
幸
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は

破
棄
し
て
お
り
、
現
在
、
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
」 

 

★
内
務
省
外
事
月
報 

昭
和
18
年
２
月
分 

登
載 

19
頁 

 
 

札
幌
地
裁 
一
審
判
決
（
書
写
） 
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【
大
審
院
判
決
と
記
録
】 

 
 

故
上
田
誠
吉 

現
物
複
写 

 

上
記
の
通
り
で
あ
り
、
判
決
謄
本
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

然
し
札
幌
地
方
検
察
庁
は
こ
れ
が
保
管
責
任
庁
で
あ
る
の
で
同
庁
よ
り
取

り
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
る
次
第
で
あ
る
。 

 

な
お
仮
に
請
求
人
に
対
す
る
判
決
原
本
が
何
ら
か
の
事
由
に
よ
っ
て
同
検

察
庁
そ
の
た
の
官
庁
に
存
在
し
な
い
と
し
て
も
本
来
刑
事
判
決
の
原
本
は
、

被
告
人
又
は
そ
の
相
続
人
ら
の
再
審
請
求
や
刑
事
補
償
請
求
等
に
備
え
て
永

久
保
存
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
札
幌
地
方
検
察
庁
が
そ
の
謄
本

を
交
付
し
な
い
以
上
は
、
札
幌
地
方
裁
判
所
（
判
決
言
渡
庁
）
に
お
い
て
再

び
判
決
を
作
成
す
る
責
務
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
件
で
は
、

幸
い
前
記
判
決
（
書
写
）
が
現
存
し
て
お
り
、
原
判
決
を
再
構
成
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
点
に
関
し
最
高
裁
大
法
廷
昭
和
26
年
７
月
18
日
決
定
（
昭
和
24
年

つ
第
１
０
０
号
、
刑
集
５
巻
８
号 

１
４
７
６
頁
）
は
、
旧
刑
事
訴
訟
法
５

３
６
条
の
規
定
の
解
釈
と
し
て
、
天
災
事
変
等
に
よ
り
裁
判
所
の
原
本
滅
失

し
た
る
場
合
の
処
置
に
つ
き
判
示
し
て
い
る
が
、
同
法
条
の
刑
の
執
行
の
場

合
と
再
審
請
求
の
場
合
と
は
同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
て
も
、

基
本
的
人
権
尊
重
の
憲
法
の
精
神
よ
り
み
て
、
本
件
の
如
き
被
告
人
の
た
め

の
再
審
請
求
を
な
す
場
合
も
、
請
求
人
の
利
益
の
た
め
に
原
判
決
書
を
再
現

す
る
こ
と
は
許
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

な
お
上
記
決
定
中
の
少
数
意
見
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
昭
和
20
年
３

月
19
日
付 

刑
事
局
長
か
ら
控
訴
院
長
、
検
事
長
宛
、
訴
訟
記
録
等
が
滅
失

し
た
場
合
に
於
け
る
処
理
方
策
に
つ
い
て
の
通
牒
で
は
、
判
決
原
本
が
「
滅

失
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ニ
於
テ
再
ビ
判
決
ノ
原
本
ヲ
作
成
シ
得
ル
モ
ノ
ト

解
ス
ベ
ク
、
若
シ
判
事
死
亡
シ
タ
ル
等
ノ
事
由
ニ
因
リ
判
決
原
本
作
成
ス
ル

コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
キ
裁
判
所
当
該
事
件
ニ
付
キ
再
ビ
審
理
判
決
ヲ
為
ス
ベ
キ

モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
の
は
、
本
件
再
審
請
求
に
お
い
て
、
請
求
人
の
利
益
の

た
め
に
考
慮
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

よ
っ
て
再
審
開
始
の
決
定
あ
ら
ん
こ
と
を
求
め
る
た
め
の
本
件
請
求
に
及

ん
だ
次
第
で
あ
る
。 

 

証
拠
方
法 

 

本
件
で
は
判
決
謄
本
を
提
出
で
き
な
い
が
、
逮
捕
、
勾
留
、
取
調
、
拷
問
、

予
審
、
公
判
、
判
決
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
た
め
、 

１ 

 

１
札
幌
弁
護
士
会
々
報 

１
９
８
７
年
２
月
号 

No.
２
０
７ 

33
頁 

 

 

２
上
田
誠
吉
著 

あ
る
北
大
生
の
受
難
―
国
家
秘
密
法
の
爪
跡
― 

復
刻

版 

１
５
０
頁
、
19
～
25
頁
、
１
４
４
～
１
６
２
頁 

 

３
広
め
る
会
編 

引
き
裂
か
れ
た
青
春 

47
頁 

 

４
内
務
省
警
保
局
外
事
課 

外
事
月
報 

昭
和
18
年
２
月
分 

19
～
23

頁
、
６
月
分 

４
～
25
頁 

 

５
大
審
院
刑
事
判
例
集 

第
22
巻 

１
７
７
～
１
８
７
頁 

 

６
ビ
デ
オ
「
レ
ー
ン
・
宮
澤
事
件
」
制
作
委
員
会 

レ
ー
ン
・
宮
澤
事
件

―
も
う
一
つ
の
12
月
８
日
― 

７
頁 

 

７
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
製
作 

兄
は
ス
パ
イ
じ
ゃ
な
い 

４
頁 

 

８
「
司
法
省
赤
化
事
件
に
つ
い
て
」 

１
５
７
～
１
６
２
頁 

 
９
上
田
誠
吉
著 

戦
争
と
国
家
秘
密
法 

１
１
０
～
１
２
０
頁 

 
10
ス
パ
イ
防
止
っ
て
な
ん
だ 

朝
日
新
聞 

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）
10

月
12
日 

２ 

請
求
人
（
判
決
言
渡
し
の
あ
っ
た
事
実
、
及
び
拷
問
取
調
べ
の
状
況
に

つ
い
て
） 
秋
間
美
江
子 
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付
属
書
類 

１ 
弁
護
人
選
任
届 

２ 

戸
籍
謄
本 

 

判
決
表 

（
札
幌
地
方
裁
判
所
言
渡
し
軍
機
保
護
法
違
反
被
告
事
件
） 

 
 

判
決
年
月
日 

昭
和
17
年
12
月
16
日 

 
 

氏
名 

 
 

 

宮
澤
弘
幸 

 
 

刑 
 
 
 

 

懲
役
15
年 

 

 
 

判
決
又
は
予
審
終
結
決
定 

 
 

備
考 

 
 

 

札
幌
地
裁 

  

（
大
審
院
言
渡
し
軍
機
保
護
法
違
反
被
告
上
告
事
件
） 

 
 

判
決
年
月
日 

昭
和
18
年
５
月
27
日 

 
 

氏
名 

 
 

 

宮
澤
弘
幸 

 
 

刑 
 
 
 

 

懲
役
15
年 

 

 
 

備
考 

 
 

 

大
審
院 

  

上
記
の
通
り
再
審
を
請
求
す
る
。 

 
 

平
成 

 

年 
 

月 
 

日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

上
記
弁
護
人
弁
護
士 

○
○
○
○
○ 

 
 

札
幌
地
方
裁
判
所
御
中 

 
 

 
 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

◇ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

<

事
例
検
証
の
結
果> 

以
上
、
本
会
に
提
起
さ
れ
た
再
審
請
求
（
案
）
の
核
心
は
、 

「
原
判
決
の
証
拠
は
拷
問
に
よ
り
強
制
せ
ら
れ
た
虚
偽
自
白
に
基
づ
く
無

効
な
も
の
」 

―
―
に
あ
る
。 

こ
の
主
張
は
正
し
い
。
原
判
決
（
一
審
判
決
）
の
解
明
に
つ
い
て
は
本
会

編
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』（
２
０
１
４
年
花
伝
社
刊
）
に
詳
し
い
の
で
、
こ

こ
で
の
重
複
は
し
な
い
が
、
大
審
院
判
決
（
上
告
審
判
決
）
の
検
証
に
よ
っ

て
、
原
判
決
を
支
え
る
証
拠
は
、
被
告
人
ら
の
自
白
調
書
の
他
に
は
な
い
と

判
断
し
て
間
違
い
な
い
。 

さ
ら
に
そ
の
自
白
調
書
は
、
大
審
院
判
決
に
引
用
さ
れ
た
「
上
告
趣
意
書
」

に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
拷
問
に
よ
る
も
の
と
示
唆
さ
れ
、
心
証
に
お
い
て
事

実
と
信
用
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
主
張
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
刑
事
訴

訟
法
第
４
３
５
条
（
再
審
請
求
の
理
由
）
に
該
当
す
る
証
拠
を
提
示
し
う
る

こ
と
に
な
る
。 

請
求
（
案
）
は
、
同
条
６
項
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
要
点
は
先
の

本
会
注
に
あ
る
よ
う
に
、「
明
ら
か
な
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
」
に
あ
り
、
具

体
的
に
は
、「
拷
問
に
よ
り
強
制
せ
ら
れ
た
虚
偽
自
白
」
が
「
明
ら
か
」
な
証

拠
で
、「
あ
ら
た
」
に
見
つ
か
っ
た
証
拠
だ
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
再
審
の
可
能

性
が
開
け
て
く
る
。 

そ
こ
で
関
連
す
る
判
例
を
当
た
っ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
上
げ

ら
れ
て
い
る
。 

 
 

イ
・
本
条
６
号
に
い
う
「
明
ら
か
な
証
拠
」
と
は
、
証
拠
能
力
も
あ
り
証

明
力
も
高
度
の
も
の
を
い
い
、
被
告
人
が
弁
護
人
に
あ
て
た
信
書
の
ご

と
き
を
含
ま
な
い
。（
最
高
裁
決
定
昭
和
33
・
５
・
27
） 
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ロ
・
す
で
に
証
人
と
し
て
公
判
廷
で
供
述
し
た
者
が
、
そ
の
供
述
内
容
の

虚
偽
で
あ
る
旨
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
も
、
本
条
６
号
に
い
う
「
明

ら
か
な
証
拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
と
き
」
に
あ
た
ら
な
い
。（
最
高
裁

決
定
昭
和
35
・
３
・
29
） 

ハ
・
本
条
６
号
に
い
う
「
無
罪
を
言
い
渡
す
べ
き
明
ら
か
な
証
拠
」
と
は
、

確
定
判
決
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
き
合
理
的
な
疑
い
を
抱
か
せ
そ
の

認
定
を
覆
す
に
足
り
る
蓋
然
性
の
あ
る
証
拠
を
い
う
。（
最
高
裁
決
定
昭

和
50
・
５
・
20
） 

 

ニ
・
本
条
６
号
の
「
無
罪
を
言
い
渡
す
べ
き
明
ら
か
な
証
拠
」
で
あ
る
か

ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
確
定
判
決
が
認
定
し
た
犯
罪
事
実
の

不
存
在
が
確
実
で
あ
る
と
の
心
証
を
得
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な

く
、
確
定
判
決
の
事
実
認
定
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
疑
い
が
合
理
的
な

理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
れ
ば
足
り
る
。（
最
高

裁
決
定
昭
和
51
・
10
・
12
） 

 

ホ
・
本
案
の
審
理
に
お
い
て
、
こ
と
さ
ら
に
、
そ
の
証
拠
が
あ
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
こ
れ
を
提
出
し
な
い
で
、
有
罪
判
決
確
定
後
そ
の
証
拠
を

援
用
し
て
再
審
の
請
求
を
す
る
場
合
は
、
本
条
６
号
に
い
わ
ゆ
る
「
証

拠
を
あ
ら
た
に
発
見
し
た
と
き
」
に
あ
た
ら
な
い
。（
最
高
裁
決
定
昭
和

29
・
10
・
19
） 

 

ヘ
・
本
条
６
号
に
基
づ
く
再
審
請
求
に
添
え
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
等

の
資
料
が
す
で
に
確
定
被
告
事
件
の
上
告
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
証
拠
調
べ
又
は
事
実
調
べ
の
行
わ
れ
た
事
跡

が
み
ら
れ
な
く
て
も
、
右
資
料
に
関
連
す
る
論
点
及
び
問
題
の
重
要
性

と
こ
れ
に
対
す
る
第
一
審
及
び
控
訴
裁
判
の
審
理
の
経
過
並
び
に
そ
の

論
点
及
び
問
題
に
関
す
る
上
告
論
旨
の
構
成
と
こ
れ
に
対
す
る
上
告
裁

判
所
の
判
示
の
内
容
に
照
ら
し
て
、
上
告
裁
判
所
が
そ
の
判
断
の
過
程

で
右
資
料
の
内
容
を
了
知
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
審
査
を
行
っ
た
う
え

で
結
論
を
導
い
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
法
の
右
条

項
に
い
わ
ゆ
る
新
た
に
発
見
し
た
証
拠
に
は
該
当
し
な
い
。（
東
京
高
裁

決
定
昭
和
55
・
２
・
５
） 

 

―
―
―
な
ど
で
あ
り
、
司
法
権
力
は
再
審
の
門
戸
を
極
め
て
狭
く
捉
え
て
い

る
こ
と
が
知
れ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
本
請
求
（
案
）
の
「
証
拠
方
法
」
に
列
挙
さ
れ
た
具
体
例

を
精
査
す
る
と
―
― 

１
宮
澤
弘
幸
の
弁
護
人
だ
っ
た
弁
護
士
が
戦
後
、
第
三
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
答
え
て
、
当
時
聞
い
た
伝
聞
に
基
づ
く
事
例
を
話
し
た
も
の 

２
戦
後
、
事
件
を
調
べ
た
上
田
誠
吉
弁
護
士
が
宮
澤
弘
幸
の
実
妹
・
秋
間
美

江
子
か
ら
聞
い
た
伝
聞
を
著
書
に
記
し
た
も
の 

３
本
会
編
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
か
ら
一
部
引
用
し
た
も
の 

４
宮
澤
弘
幸
の
実
妹
・
秋
間
美
江
子
か
ら
直
接
聞
い
た
追
憶 

―
―
―
と
整
理
さ
れ
る
。 

つ
ま
り
、
１
～
３
は
他
文
献
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
４
を
含
め
、
い
ず
れ

も
伝
聞
、
あ
る
い
は
伝
聞
の
伝
聞
で
あ
っ
て
、
拷
問
の
日
時
、
場
所
、
加
害

者
な
ど
を
直
接
証
拠
に
よ
っ
て
特
定
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
は
い
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
伝
聞
の
元
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
拷
問
の
事
実
」
あ
る

い
は
、
そ
れ
に
近
い
証
言
は
第
一
審
に
お
い
て
、
被
告
人
あ
る
い
は
弁
護
人

か
ら
の
証
言
の
中
で
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
上
告
趣
意
書
の

中
に
も
一
部
記
載
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
上
告
趣
意
書
の
相
応
部

分
が
大
審
院
判
決
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。 

 
以
上
か
ら
、
本
請
求
（
案
）
の
提
示
す
る
「
証
拠
方
法
」
を
以
て
、「
明
ら

か
で
」「
あ
ら
た
な
」
証
拠
に
な
る
と
の
判
示
を
引
き
出
す
の
は
容
易
で
は
な

い
。
当
該
専
門
の
弁
護
士
（
複
数
）
の
意
見
も
集
中
し
て
聞
い
た
上
で
、
否

定
的
な
結
論
と
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。 
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半
面
、
本
請
求
（
案
）
は
再
審
請
求
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
を
い
く
つ
か

整
理
し
て
く
れ
る
。 

 

一
つ
は
、
免
訴
の
提
起
が
あ
る
。
宮
澤
弘
幸
が
戦
後
に
釈
放
さ
れ
た
の
は 

連
合
国
占
領
軍
に
よ
る
覚
書
（
政
治
的
市
民
的
及
び
宗
教
的
自
由
制
限
の
除

去
に
関
す
る
覚
書
）
に
よ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
国
家
権
力
に
よ
る
冤
罪

の
被
害
者
と
し
て
、
釈
放
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
済
む
も
の
で
は
な
い
。
国
内
法

の
処
置
と
し
て
の
指
摘
は
妥
当
に
思
え
る
。 

 

刑
事
訴
訟
法
第
３
３
７
条
（
免
訴
の
判
決
） 

左
の
場
合
に
は
、
判
決
で
免
訴
の
言
渡
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１ 

確
定
判
決
を
経
た
と
き 

 

２ 

犯
罪
後
の
法
令
に
よ
り
刑
が
廃
止
さ
れ
た
と
き 

 

３ 

大
赦
が
あ
っ
た
と
き 

 

４ 

時
効
が
完
成
し
た
と
き 

  

宮
澤
弘
幸
は
、
10
月
10
日
に
釈
放
さ
れ
、
軍
機
保
護
法
は
２
日
後
の
10
月

12
日
に
勅
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
有
罪
の
根
拠
法
で
あ

る
軍
機
保
護
法
が
廃
止
さ
れ
る
前
に
釈
放
さ
れ
た
形
に
な
る
。
実
際
に
は
占

領
軍
に
よ
る
超
法
規
的
指
令
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
国
内
法
の
う
え
で
ど
の

よ
う
な
法
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
か
、
免
訴
の
有
無
が
明
確
に
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。 

こ
の
点
は
、
網
走
刑
務
所
か
ら
宮
城
刑
務
所
に
身
柄
を
移
さ
れ
た
理
由
と

共
に
未
解
明
で
あ
り
、
再
審
請
求
以
前
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
と
い
え
る
。
本
請
求
（
案
）
の
指
摘
す
る
右
３
３
７
条
は
、
免
訴
の
言
渡

を
判
決
（
裁
判
）
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
責
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

経
緯
の
中
で
か
ら
ん
で
く
る
可
能
性
は
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
原
判
決
謄
本
の
提
示
を
国
（
被
告
）
の
責

任
で
行
え
と
の
主
張
で
あ
る
。 

 

再
審
請
求
に
と
っ
て
不
可
欠
な
判
決
謄
本
の
保
存
は
本
来
国
の
責
務
で
あ

り
、「
札
幌
地
方
検
察
庁
が
そ
の
謄
本
を
交
付
し
な
い
以
上
は
、
札
幌
地
方
裁

判
所
（
判
決
言
渡
庁
）
に
お
い
て
再
び
判
決
を
作
成
す
る
責
務
が
あ
る
」
と

し
て
最
高
裁
決
定
を
持
ち
出
し
、
具
体
的
処
置
を
求
め
て
い
る
。 

こ
の
主
張
は
傾
聴
に
値
す
る
し
、
そ
の
是
非
を
法
廷
で
審
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
家
権
力
が
敗
戦
時
に
当
該
判
決
を
含
む
文
書
を
廃
棄
し
た
経
緯

そ
の
も
の
が
明
る
み
に
出
て
、
糾
弾
と
責
任
明
確
化
の
端
緒
と
な
る
可
能
性

も
出
て
く
る
。「
基
本
的
人
権
尊
重
の
憲
法
の
精
神
よ
り
み
て
、
本
件
の
如
き

被
告
人
の
た
め
の
再
審
請
求
を
な
す
場
合
も
、
請
求
人
の
利
益
の
た
め
に
原

判
決
書
を
再
現
す
る
こ
と
は
許
さ
る
べ
き
」
と
の
主
張
は
正
論
だ
。 

 <

再
審
問
題
で
の
基
本> 

冤
罪
を
国
に
認
め
さ
せ
、
被
害
を
回
復
す
る
に
は
、
再
審
請
求
の
他
に
損

害
賠
償
請
求
が
あ
る
。
こ
れ
は
冤
罪
を
前
提
に
、「
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
」

と
し
て
国
に
賠
償
な
い
し
慰
謝
料
を
請
求
す
る
民
事
訴
訟
の
形
を
と
り
、
こ

れ
も
親
族
兄
弟
姉
妹
が
起
こ
せ
て
、
勝
訴
す
れ
ば
、
冤
罪
で
あ
る
こ
と
も
証

明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

だ
が
半
面
、
裏
返
せ
ば
、
法
廷
に
お
い
て
冤
罪
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
実
質
、
刑
事
訴
訟
法
に
よ
る
再
審
請
求
と
同
じ
こ

と
に
な
る
。 

し
た
が
っ
て
、
再
審
、
損
害
賠
償
と
も
ど
も
、
運
動
と
し
て
起
こ
す
こ
と

自
体
に
意
義
が
あ
る
と
い
う
な
ら
と
も
か
く
、
法
的
成
果
を
目
的
と
し
て
取

り
組
む
と
な
る
と
、
現
行
法
の
も
と
で
の
「
証
拠
」
提
示
の
面
で
極
め
て
困

難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
に
な
る
。 

 

併
せ
て
、
再
審
に
踏
み
出
す
と
な
れ
ば
相
応
の
運
動
組
織
が
不
可
欠
と
な
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る
。
先
の
請
求
（
案
）
に
際
し
て
も
、
集
中
し
て
検
討
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
面
か
ら
も
明
か
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

第
一
に
、
原
告
の
心
身
負
担
は
想
像
を
超
え
る
。
当
然
、
負
担
を
分
散
さ

せ
る
面
か
ら
も
代
理
人
・
弁
護
士
を
立
て
る
こ
と
に
な
る
が
、
理
屈
の
よ
う

に
は
い
か
な
い
。
最
近
の
袴
田
事
件
で
の
被
告
人
の
姉
、
松
山
事
件
で
の
母

親
、
姉
が
弟
を
救
う
た
め
に
全
生
活
を
か
け
、「
息
子
は
無
実
で
す
」
と
訴
え

て
全
国
を
駆
け
回
っ
た
母
親
の
姿
が
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。 

そ
の
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
そ
の
一
心
一
念
に
多
く
の
人
が
突
き
動

か
さ
れ
、
涙
し
、
運
動
と
な
っ
て
広
が
っ
た
。
宮
澤
弘
幸
の
場
合
は
、
そ
れ

を
秋
間
美
江
子
さ
ん
に
託
す
こ
と
な
る
が
、
高
齢
で
持
病
の
あ
る
秋
間
さ
ん

に
周
り
が
託
す
こ
と
は
如
何
な
も
の
か
、
考
え
ず
と
も
見
え
て
い
る
。
代
理

人
任
せ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
運
動
論
と
し
て
も
疑
問
だ
。 

第
二
に
、
運
動
の
核
と
な
る
、
専
従
事
務
局
の
組
織
が
欠
か
せ
な
い
。
同

じ
札
幌
で
起
き
た
白
鳥
事
件
の
場
合
で
み
る
と
、
全
国
を
視
野
に
入
れ
た
東

京
に
二
つ
の
組
織
が
あ
り
、
一
九
六
九
年
時
点
（
再
審
請
求
は
１
９
６
５
年
）

で
、
中
央
白
対
協
（
白
鳥
事
件
中
央
対
策
協
議
会
／
当
時
の
総
評
が
中
心
）

に
３
人
、
東
京
白
対
協
（
当
時
の
東
京
地
評
が
中
心
）
に
も
３
人
の
専
従
者

が
詰
め
て
い
た
。 

加
え
て
札
幌
で
は
国
民
救
援
会
の
専
従
者
が
全
面
協
力
し
、
当
の
本
人
で

あ
る
村
上
国
治
が
収
監
さ
れ
て
い
た
網
走
刑
務
所
の
網
走
に
も
１
人
が
配
置

さ
れ
、
合
計
８
人
の
専
従
者
が
い
た
。
実
際
は
こ
の
他
に
も
、
各
都
道
府
県

の
国
民
救
援
会
・
専
従
者
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
、
か
な
り
の

規
模
と
な
り
、
さ
ら
に
は
全
国
に
組
織
さ
れ
た
「
村
上
国
治
守
る
会
」
の
会

員
数
は
５
桁
に
達
し
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
運
動
の
体
制
が
、
再
審
請
求
そ
の
も
の
は
実
ら
な
か
っ
た
も

の
の
「
再
審
制
度
に
お
い
て
も
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
と
い
う
新

し
い
判
断
基
準
「
白
鳥
決
定
」
を
生
ん
だ
と
い
え
る
。
い
や
、
言
い
方
を
変

え
る
と
こ
れ
だ
け
の
運
動
成
果
を
得
て
も
再
審
自
体
は
実
現
し
得
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
て
、
初
め
て
宮
澤
弘
幸
・
再
審
請
求
も
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
一
場
の
熱
気
だ
け
で
踏
み
込
め
る
運
動
で

は
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
踏
み
出
す
場
合
に
は
集
中
し
た
議
論
を

経
て
会
則
を
改
定
し
、
明
確
に
目
的
と
し
て
織
り
込
み
、
再
結
集
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
法
の
手
続
き
に
よ
る
追
及
だ
け
が
、
国
家
権
力

の
非
を
認
め
さ
せ
、
冤
罪
の
名
誉
回
復
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
現
に

遺
さ
れ
た
事
実
と
解
明
を
も
っ
て
冤
罪
の
正
体
を
露
わ
に
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
そ
の
成
果
の
大
き
な
一
つ
が
本
会
の
編
纂
・
刊
行
に
な
る
『
引
き

裂
か
れ
た
青
春
』（
２
０
１
４
年
花
伝
社
刊
）
だ
と
自
負
で
き
る
。 

 

こ
れ
を
さ
ら
に
立
体
化
し
て
、
弁
護
士
会
な
ど
法
律
専
門
家
集
団
に
よ
る

模
擬
法
廷
を
現
出
す
れ
ば
、
実
質
的
な
再
審
法
廷
と
な
っ
て
、
国
家
責
任
を

明
ら
か
に
し
て
断
罪
し
、
名
誉
回
復
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。『
引
き

裂
か
れ
た
青
春
』
の
あ
と
が
き
で
、
本
書
を
「
そ
の
た
め
の
準
備
書
面
」
と

謳
っ
た
所
以
で
も
あ
る
。 

  

＊
以
上
、
会
報
別
冊
『
真
相
を
究
め
広
め
る
取
組
み 

軌
跡
と
展
望
』
の

三
、「
１
９
４
３
年
５
月
27
日
を
忘
れ
な
い
」
か
ら
再
録 

   


